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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 15日 (2004.4.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ９ ～ 図 １ ３ は 推 進 管 を 用 い る 従 来 の 方 法 を 示 す 。 ま ず 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 地 山 に 形 成
し た 一 方 の 立 坑 １ ０ ０ 内 に 圧 入 装 置 １ ２ ０ を 設 置 し 、 圧 入 装 置 １ ２ ０ に よ っ て シ ー ル ド 機
１ ３ ０ を 他 方 の 立 坑 １ １ ０ に 向 か っ て 推 進 す る 。 そ し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 シ ー ル ド
機 １ ３ ０ の 後 に 推 進 管 １ ４ ０ を 順 次 、 継 ぎ 足 し な が ら 他 方 の 立 坑 １ １ ０ ま で 推 進 さ せ る 。
推 進 管 １ ４ ０ は 内 部 が 空 洞 の 管 体 で あ り 、 こ の 推 進 管 の 継 ぎ 足 し に よ っ て シ ー ル ド 機 １ ３
０ を 送 り 出 し 、 シ ー ル ド 機 １ ３ ０ が 他 方 の 立 坑 １ １ ０ に 達 し た 時 点 で 、 図 １ ３ に 示 す よ う
に シ ー ル ド 機 １ ３ ０ を 立 坑 １ １ ０ か ら 引 き 上 げ て 撤 去 す る と 共 に 、 圧 入 装 置 １ ２ ０ を 立 坑
１ ０ ０ か ら 撤 去 し て 推 進 を 終 了 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の 後 、 図 １ ２ で 示 す よ う に 、 連 続 し て い る 推 進 管 １ ４ ０ の 内 部 に 必 要 条 数 の ケ ー ブ ル 管
１ ５ ０ を 挿 入 す る 。 ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ は ガ ラ ス 繊 維 に よ っ て 強 度 が 付 与 さ れ た 薄 肉 の 管 体
で あ り 、 こ の ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ の 挿 入 の 後 、 推 進 管 １ ４ ０ の 内 部 に 中 詰 め モ ル タ ル を 圧 送
に よ っ て 注 入 し て 充 填 し 、 図 １ ３ で 示 す よ う に 施 工 を 終 了 す る 。 図 １ ３ に お い て 、 １ ６ ０
は 複 数 の ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ 及 び 中 詰 め モ ル タ ル に よ っ て 内 部 が 中 実 と な っ た 多 条 管 で あ る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 多 条 管 １ ６ ０ の 内 部 を 示 し 、 ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ が 配 管 さ れ た 推 進 管 １
４ ０ の 内 部 に 、 中 詰 め モ ル タ ル １ ７ ０ が 充 填 さ れ る こ と に よ っ て 、 ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ が 相



互 に 固 定 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ ６ ～ 図 １ ８ は 、 ケ ー ブ ル 格 納 管 １ ８ ０ を 用 い る 従 来 の 方 法 で あ り 、 立 坑 １ ０ ０ に 削 進
機 １ ９ ０ を 設 置 し 、 こ の 削 進 機 １ ９ ０ に よ っ て 一 条 の ケ ー ブ ル 格 納 管 １ ８ ０ を 推 進 す る （
図 １ ６ ） 。 そ の 後 、 掘 進 機 １ ９ ０ の 高 さ を 変 更 し て 次 の ケ ー ブ ル 格 納 管 １ ８ ０ を 前 段 の ケ
ー ブ ル 格 納 管 １ ８ ０ と 平 行 に 推 進 す る 。 こ の 推 進 を 繰 り 返 し て 必 要 条 数 の ケ ー ブ ル 格 納 管
１ ８ ０ を 施 工 し た 後 、 掘 進 機 １ ９ ０ を 撤 去 し て 終 了 す る （ 図 １ ８ ） 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 １ （ １ ） ～ （ ６ ） お よ び 図 ２ （ ７
） ～ （ １ ２ ） は 本 発 明 の 多 条 管 の 施 工 方 法 の 一 実 施 形 態 を 工 程 順 に 示 す も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
掘 進 機 ４ は 掘 進 に よ っ て 発 生 し た 泥 を 地 山 を 掘 進 し な が ら 排 出 す る も の で あ り 、 泥 水 式 、
泥 土 圧 式 、 そ の 他 の 公 知 の 掘 進 機 を 使 用 す る こ と が で き る 。 図 ３ は 泥 水 式 の 掘 進 機 ４ を 示
す 。 こ の 羽 口 ま た は 掘 進 機 ４ は 管 状 の ス キ ン プ レ ー ト ４ ０ の 先 端 に 、 回 転 駆 動 さ れ る カ ッ
タ ー ヘ ッ ド ４ １ が 取 り 付 け ら れ て 構 成 さ れ て い る 。 カ ッ タ ー ヘ ッ ド ４ １ に は 地 山 を 掘 削 す
る 複 数 の ビ ッ ト ４ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 カ ッ タ ー ヘ ッ ド ４ １ の 後 側 は 、 隔 壁 ４ ３ に よ
っ て 後 部 と 仕 切 ら れ た 圧 力 チ ャ ン バ ー ４ ４ と な っ て い る 。 圧 力 チ ャ ン バ ー ４ ４ に は 、 泥 水
を 圧 送 す る 送 泥 管 ４ ５ 及 び 泥 水 を 排 出 す る 排 泥 管 ４ ６ の 先 端 部 分 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の
構 造 の シ ー ル ド 機 ４ は 、 密 閉 さ れ た 圧 力 チ ャ ン バ ー ４ ４ 内 に 泥 水 を 充 満 さ せ る こ と に よ っ
て 切 羽 の 安 定 を 行 う と 共 に 、 カ ッ タ ー ヘ ッ ド が 掘 削 し た 土 砂 を 泥 水 と 混 合 し て 排 出 す る よ
う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 掘 進 機 ４ の 後 側 に は 、 図 １ （ ２ ） に 示 す よ う に 推 進 管 ５ を 連 結 し 、 さ ら に そ の
後 側 に 推 進 管 ５ を 順 次 、 連 結 し な が ら 推 進 を 継 続 す る 。 こ の 場 合 、 推 進 管 ５ を 押 し 出 す た
め の 滑 材 を 補 助 的 に 注 入 し な が ら 推 進 管 ５ の 推 進 を 行 う 。 推 進 管 ５ と し て は 従 来 の 工 法 に
使 用 さ れ た 推 進 管 と 同 様 の 構 造 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 図 ４ は こ の 推 進 管 ５ を 示
し 、 内 部 が 中 空 の 管 体 と な っ て お り 、 送 泥 管 ４ ５ 、 排 泥 管 ４ ６ （ 図 ３ 参 照 ） の 挿 通 が 可 能
と な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ８ は 裏 込 め 注 入 孔 ６ ７ 及 び 裏 込 め 注 入 管 ６ ８ の 関 係 を 示 し 、 裏 込 め 注 入 管 ６ ８ に は 、 外
管 ６ ０ の 外 側 に 向 か う 枝 管 ６ ８ ａ が 形 成 さ れ 、 こ の 枝 管 ６ ８ ａ と 裏 込 め 注 入 孔 ６ ７ と が ノ
ズ ル 管 ６ ９ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 ノ ズ ル 管 ６ ９ は そ の 内 部 に 逆 止 弁 ７ ０ を 備 え て い る
。 逆 止 弁 ７ ０ は 裏 込 め 注 入 管 ６ ８ 側 か ら の 流 れ の 通 過 が 可 能 で あ る が 、 外 側 か ら 裏 込 め 注
入 管 ６ ８ に 向 か う 流 れ を 遮 断 す る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う な 裏 込 め 注 入 孔 ６ ７ 及 び 裏
込 め 注 入 管 ６ ８ は 、 後 述 す る 裏 込 め 注 入 材 の 吐 出 の た め に 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の 構 造 の 多 条 管 ６ は 、 図 １ （ ４ ） に 示 す よ う に 、 先 行 し て い る 推 進 管 ５ と 置 き 換 え ら
れ る 。 多 条 管 ６ は ケ ー ブ ル を 配 線 す る た め の 内 管 ６ １ を 内 部 に 一 体 的 に 有 し て お り 、 多 条
管 ６ の 連 結 と 同 時 に 、 ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ （ 図 １ ２ 参 照 ） が 配 管 さ れ た と 同 様 の 状 態 と な る
。 従 っ て 、 従 来 の よ う に 推 進 管 １ ４ ０ （ 図 １ ０ 参 照 ） の 内 部 に 、 ケ ー ブ ル 管 １ ５ ０ を 後 か
ら 配 管 す る 必 要 が な く な る 。 こ の た め 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 推 進 管 ５ の 外 径 及 び 多 条 管
６ の 外 径 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の よ う に し て 多 条 管 ６ へ の 置 き 換 え の 後 、 多 条 管 ６ と 地 盤 と の 間 の 隙 間 に 裏 込 め 注 入
材 を 注 入 す る 。 こ の 裏 込 め 注 入 は 図 ８ に 示 す よ う に 、 裏 込 め 注 入 管 ６ ８ に 裏 込 め 注 入 材 （
図 示 省 略 ） を 圧 送 し て 逆 止 弁 ７ ０ か ら 裏 込 め 注 入 材 を 吐 出 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ
の 吐 出 に よ っ て 裏 込 め 注 入 材 は 、 多 条 管 ６ と 地 山 ７ ５ と の 隙 間 ７ ６ に 充 填 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ ９ ～ 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 第 二 管 の 配 管 ガ イ ド 図 及 び 状 況 を 説 明 し た 図 面 で あ る 。
（ １ ） 先 ず 、 第 一 管 に 第 二 管 の 中 心 線 を 合 わ せ 、 ジ ャ ッ キ な ど に て 推 進 し 、 接 続 す る 。 こ
の 時 に 、 裏 込 め 注 入 管 の 接 続 を 確 認 す る 。
（ ２ ） 次 い で 、 第 一 管 の 格 納 管 に 格 納 管 用 配 管 ガ イ ド を 挿 入 す る 。
（ ３ ） 第 二 管 に 格 納 管 を 押 し 込 む 。
（ ４ ） 格 納 管 配 管 ガ イ ド に よ り 、 徐 々 に 中 心 線 に 合 わ せ る （ 合 っ て く る ） 。
（ ５ ） 格 納 管 を 第 一 管 内 に 押 し 込 み 、 そ の 後 格 納 管 用 配 管 ガ イ ド を 引 き 抜 き ハ ン マ ー 等 で
所 定 の 位 置 ま で た た き 入 れ る 。
（ ６ ） 次 の 格 納 管 に 格 納 管 用 配 管 ガ イ ド を 移 動 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ８ 】
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